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活力ある
地域産業社会を

つくる

新産業振興計画

「あだち産業プラン」を策定
平
成
元
年
に
策
定
し
た

「
産
業
振
興
計
画

」
が
1
0年
間
の
計
画

期
間
を
満
了
し
ま
し
た

。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
新
た
な
産
業
振
興
計

画
「
あ
だ
ち
産
業
プ
ラ
ン

」
を
策
定
し
ま
し
た
。

「あ
だ
ち
産
業
プ
ラ
ン
」は
、
「足
立
区
第
四
次
基
本
計
画
(
あ

だ
ち
広
報
2
月
1
0
日
号
掲
載
)
」の
分
野
別
計
画
で
、計
画
期
間
は

基
本
計
画
と
同
じ
1
2
年
度
か
ら
1
9
年
度
ま
で
の
8
年
間
で
す
。中

間
の
1
5
年
度
に
後
期
事
業
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

基
本
計
画
の
事
業
体
系
に
基
づ
い
て
、
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の

建
設
を
は
じ
め
2
7
7事
業
を
計
画
し
ま
し
た
。

足
立
区
は
中
小
企
業
の
ま
ち
、

「
あ
だ
ち
産
業
プ
ラ
ン
」は

ま
ち
の
元
気
を
支
え
ま
す

区
内
企
業
の
う
ち
、
9
6
%は
従
業
員
3
0

人
未
満
の
事
業
所
で
す
。
そ
の
中
で

も
4
人
未
満
の
事
業
所
が
6
7
%と
、
足

立
区
は
文
字
ど
お
り
中
小
企
業
の
ま
ち

で
す
。

中
小
企
業
は
た
く
さ
ん
の
区
民
に
身

近
な
雇
用
の
場
を
提
供
し
、
そ
こ
で
生

ま
れ
た
所
得
が
、
消
費
や
ま
ち
の
に
ぎ

わ
い
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
中

小
企
業
者
の
多
く
の
方
が
区
民
と
し
て

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
て
お

り
、
中
小
企
業
と
地
域
は
共
存
共
栄
の

関
係
に
あ
り
ま
す
。

今
、
区
内
企
業
の
多
く
が
、
長
引
く

不
況
や
経
済
環
境
の
国
際
化
、
消
費
行

動
の
変
化
な
ど
の
経
済
構
造
の
変
化
の

中
で
、
大
変
難
し
い
経
営
に
直
面
し
て

い
ま
す
。

地
域
を
支
え
る
区
内
の
中
小
企
業
が

元
気
を
取
り
戻
す
こ
と
で
、
ま
ち
に
活

気
が
あ
ふ
れ
る
よ
う
、「
あ
だ
ち
産
業
プ

ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

基
本
的
な
考
え
方

産
業
活
動
の
主
役
は
、
あ
く
ま
で
個

々
の
事
業
主
自
身
で
す
。区
は
、そ
れ
ぞ

れ
の
自
主
的
努
力
が
最
大
限
の
効
果
を

発
揮
で
き
る
よ
う
な
指
針
づ
く
り
と
条

件
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

□
経
済
構
造
変
化
へ
の
対
応
支
援

産
業
構
造
の
転
換
や
規
制
緩
和
の
進

展
を
積
極
的
に
受
け
止
め
、
事
業
革
新

を
行
お
う
と
し
て
い
る
企
業
を
支
援
し

ま
す
。
企
業
が
新
し
い
方
向
性
を
見
い

だ
し
、
創
造
的
事
業
活
動
を
展
開
す
る

た
め
の
環
境
を
積
極
的
に
整
備
し
て
い

き
ま
す
。

□
ま
ち
づ
く
り
事
業
と
の
連
携
強
化
　

常
磐
新
線
や
日
暮
里
・
舎
人
線
の
開

通
を
契
機
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、

地
域
が
大
き
く
変
貌
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
同
時
進
行
し
て
い
ま
す
。
駅
ビ
ル

や
駐
輪
場
・
駐
車
場
の
整
備
、
商
店
街

の
街
路
灯
や
ア
ー
ケ
ー
ド
の
整
備
、
住

宅
と
工
場
の
共
存
化
な
ど
、
ま
ち
づ
く

り
と
連
動
し
て
産
業
基
盤
の
整
備
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
区
民
に
潤
い
を
与
え
、
地
震

や
火
災
か
ら
区
民
の
命
を
守
る
農
地

を
、
ま
ち
づ
く
り
の
貴
重
な
資
源
と
し

て
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

□
高
齢
社
会
や
資
源
循
環
型
社
会
へ
の

対
応
力
強
化

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
市
場
や
環
境

に
配
慮
し
た
産
業
活
動
は
、
今
後
急
速

に
拡
大
す
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
て
い

ま
す
。
区
内
の
企
業
が
、
こ
う
し
た
市

場
に
積
極
的
に
参
入
で
き
る
よ
う
、
高

齢
者
に
や
さ
し
い
商
店
街
づ
く
り
、
環

境
に
関
す
る
国
際
認
証
取
得
な
ど
を
支

援
し
ま
す
。

健
康
で
就
業
意
欲
の
お
う
盛
な
高
齢

者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
経

験
や
知
識
を
、
豊
か
な
社
会
の
実
現
の

た
め
に
生
か
す
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

主

な

支

援

施

策

産
業
構
造
の
高
度
化
を
進
め
ま
す

□
区
内
企
業
が
変
化
に
対
応
し
て
新
た

な
飛
躍
を
す
る
た
め
に

▽
独
自
の
強
み
を
発
揮
し
て

、
区
内
の

他
企
業
を
リ
ー
ド
す
る
よ
う
な
力
の
あ

る
企
業
を
支
援
し
ま
す
・・・
地
域
に
お
け

る
研
究
開
発
協
力
の
促
進
/

新
製
品
・

研
究
開
発
の
支
援
な
ど

▽
事
業
の
新
し
い
方
向
性
の
検
討
や
受

注
の
機
会
を
増
や
す
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス

支
援
を
行
い
ま
す
・
:
商
工
相
談
の
充
実

な
ど

▽
高
齢
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
商
店
街
の

新
た
な
魅
力
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
・
:

高
齢
者
に
や
さ
し
い
商
店
街
づ
く
り
/

空
き
店
舗
対
策
の
支
援
/

ポ
イ
ン
ト
カ

ー
ド
事
業
の
拡
充
な
ど

□
区
内
産
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
づ

く
る
た
め
に

▽
足
立
区
産
業
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
り
、
区
内
企
業
の
情
報
交
流
を
促
進

し
ま
す
…
情
報
化
対
応
支
援
な
ど

▽
異
業
種
や
同
業
種
問
の
交
流
を
促
進

し
て
、
区
内
企
業
の
連
携
を
強
化
し
ま

す
…
異
業
種
交
流
の
促
進
な
ど

▽
高
齢
者
の
日
常
生
活
の
利
便
性
を
高

め
た
り
、
環
境
に
配
慮
し
た
製
品
づ
く

り
に
取
り
組
む
企
業
を
支
援
し
ま
す
・
=

シ
ル
バ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
・
エ
コ
ビ
ジ
ネ
ス

に
関
す
る
市
場
関
連
情
報
の
提
供
/
産

業
製
品
の
安
全
・
環
境
対
策
へ
の
対
応

支
援
な
ど

▽
創
業
や
起
業
へ
の
取
り
組
み
を
支
援

し
ま
す
・
:
起
業
家
支
援
塾
の
開
催
な
ど

産
業
基
盤
を
整
備
し
ま
す

▽
常
磐
新
線
と
日
暮
里
・
舎
人
線
開
通

に
伴
う
新
駅
周
辺
の
秩
序
あ
る
開
発
を

支
援
し
ま
す
…
六
町
四
丁
目
付
近
土
地

区
画
整
理
事
業
と
新
駅
開
設
に
伴
う
産

業
支
援
な
ど

▽
千
住
地
域
で
進
行
し
て
い
る
ビ
ッ
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
携
し
、
中
心
市
街

地
・
千
住
の
商
業
活
性
化
を
支
援
し
ま

す
…
北
千
住
駅
西
口
再
開
発
事
業
に
お

け
る
産
業
支
援
な
ど

▽
各
地
域
で
進
行
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
連
携
し
、
産
業
振
興
の
面
か
ら

ま
ち
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す

▽
商
店
街
の
施
設
や
空
店
舗
に
対
す
る

支
援
を
行
い
、
魅
力
あ
る
商
店
街
づ
く

り
を
支
援
し
ま
す
…
大
規
模
小
売
り
店

舗
と
の
調
整
な
ど

▽
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
農
地
の
機
能
を

生
か
す
た
め

、
積
極
的
に
農
業
を
営
む

農
家
等
を
支
援
し
ま
す
…
企
業
的
農
業

経
営
の
支
援
な
ど

▽
幅
広
く
区
内
産
業
を
P
R

す
る
た

め

、
イ
ベ
ン
ト
を
活
用
し
た
P
R

事
業

を
支
援
し
ま
す
・・・「
あ
だ
ち
ブ
ラ
ン
ド
」

の
P
R

な
ど

▽
区
内
産
業
の
中
核
施
設
と
し
て
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
を
早
期
に
整
備
し
ま
す

・
=
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
建
設
な
ど

▽
区
内
外
に
足
立
区
を
P
R

す
る
た
め

区
内
観
光
事
業
を
支
援
し
ま
す

就
業・
勤
労
者
対
策
を
行
い
ま
す

▽
経
営
相
談
や
各
種
の
融
資
を
行
い

、

中
小
企
業
の
経
営
を
支
援
し
ま
す
・・・
中

小
企
業
融
資
な
ど

▽
勤
労
者
の
就
業
や
企
業
の
求
人
対
策

を
支
援
し
ま
す

▽
優
れ
た
経
営
者
や
技
術
者
を
育
成
す

る
た
め
の
計
画
的
な
人
材
育
成
を
支
援

し
ま
す
・
:人
材
育
威
支
援
事
業
な
ど

▽
勤
労
者
の
福
利
厚
生
の
充
実
を
支
援

し
ま
す
…
動
労
者
福
利
厚
生
事
業
な
ど

あ
だ
ち
産
業
プ
ラ
ン
を
推
進
す
る
た
め
の

役

割

分

担

▽
区
は
…
基
本
的
な
産
業
振
興
施
策
を

積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
社
会

的
・
経
済
的
変
化
に
即
応
す
る
よ
う
努

め
ま
す

▽
個
々
の
事
業
主
(
産
業
人
)
は
…
経

営
基
盤
の
強
化
、
人
材
育
成
お
よ
び
従

業
員
の
福
利
の
向
上
等
の
た
め
に
、
自

主
的
努
力
を
行
う
と
と
も
に
、
地
球
環

境
と
の
調
和
お
よ
び
消
費
者
の
保
護
に

十
分
配
慮
し
ま
す

▽
区
民
等
は
…
産
業
の
振
興
が
区
民
生

活
の
安
定
的
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

理
解
し
、
関
心
を
も
つ
こ
と
に
努
め
ま

す

お
問
い
合
わ
せ
は
産
業
振
興
課
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
テ
レ
ビ
受
信

障
害
対
策
/
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

4
・
5
面
▽
区
の
組
織
を
ス
リ
ム
に
し
ま
す

6
・
7
面
▽
催
し
物
ガ
イ
ド
/
掲
示
板
/
く
ら

し
の
情
報
/
ひ
ろ
ば

8
面
▽
▽
▽
ま
ち
の
歴
史
ミ
ニ
事
典
/
あ
だ
ち

カ
レ
ン
ダ
ー

区 長 への フコフク ス

FAX 3880- 5678
「区民の声」を
お待ちしています

世帯と人口 ( 12年3 月1 日現在　外国人含む)　 世帯数: 275, 140　人口: 636, 306人( 男: 321, 958 人、女: 314, 348人)
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保
健

福

祉
ガ
イ
ド

身
体
障
害
者

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の

送

付

1
2
年
度
の
「
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
」
を

4
月
中
旬
～
下
旬
に
、
対
象
者
宅
へ
送

付
し
ま
す
。
対
象
=
身
体
障
害
者
手

帳
を
お
持
ち
の
方
で
下
肢
・
体
幹
・
平

衡
機
能
障
害
一
級
～
三
級
。
視
覚
障
害

一
級
、
内
部
障
害
一
級
の
方

□
自
動
車
燃
料
費
へ
の
切
り
替
え
に
つ

い
てタ

ク
シ
ー
券
を
使
用
し
な
い
で
、
変

更
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
福
祉
タ

ク
シ
ー
券
と
自
動
車
燃
料
費
の
助
成
は

ど
ち
ら
か
一
つ
の
選
択
に
な
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
案
内
書
を
同
封
し
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い

。

問
先
=
障
害
福
祉
課
障
害
給
付
係
ま
た

は
福
祉
事
務
所
(
表
1
)

表1　 福祉事務 所一 覧

1
2
年
度
第
1
回

足
立
区
生
業
資
金

対
象
=
一
般
の
金
融
機
関
か
ら
融
資
を

受
け
る
こ
と
が
困
難
な
個
人
事
業
主
の

方
で
、こ
の
融
資
を
受
け
る
こ
と
で
独

立
の
生
計
が
立
て
ら
れ
、
次
の
す
べ
て

の
条
件
を
満
た
す
方
…
区
内
に
1
年
以

上
居
住
/
世
帯
の
生
計
を
立
て
る
住
民

登
録
上
の
世
帯
主
/
事
業
の
新
規
ま
た

は
拡
充
が
目
的
/
住
民
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
/
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
1
人

い
る
貸
付
額
=
1
世
帯
2
0
0
万
円
以
内

(
予
定
利
率
0
.
4
%
、
据
え
置
き
期
間
中

は
無
利
子
)
返
済
方
法
=
6
ヵ
月
据

え
置
き
後
6
0
回
元
利
均
等
償
還
申
込

=
申
込
書
を
窓
口
に
持
参
※
用
紙
は

4
月
3
日
か
ら
、
民
生
係
、
区
民
事
務
所

(
中
央
本
町
区
民
事
務
所
は
除
く
)
、
福

祉
事
務
所
、
勤
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
配
布
し
ま
す
受
付
期
間
=
4

月
1
0
日
～
2
1
日
※
次
回
の
貸
付
(
1
2

年
度
第
2
回
)
は
、7
月
中
旬
に
受
付

を
予
定

申
先
=
民
生
係

問
先
=
貸

付
係

※
4
月
か
ら
は
民
生
係
へ

理
学
療
法
士
等

修
学
資
金
の
貸
付

養
成
施
設
を
卒
業
後
、
区
内
で
理
学

潦
法
士
・
作
業
療
法
士
・
介
護
福
祉
士

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
に
従
事
し
よ

う
と
す
る
意
思
を
有
す
る
方
に
、
修
学

資
金
(
年
3
6万
円
を
限
度
)
を
無
利
子

で
貸
し
付
け
ま
す
。
卒
業
後
、3
年
以

上
区
内
の
福
祉
施
段
ま
た
は
医
療
施
設

に
従
事
し
た
場
合
、
償
還
を
免
除
し
ま

す
。

定
員
=
6
人

期
限
=
4
月
1
9

日
必
着

申
・
問
先
=
在
宅
福
祉
課
高

齢
福
祉
計
画
係
(
高
齢
計
画
課
計
画
推

進
係
)老

人
保
健
法
医
療
受
給

者
証
を
お
持
ち
の
方
へ

1
1年
7
月
か
ら
臨
時
特
例
措
置
と
し

て
老
人
の
薬
剤
一
部
負
担
金
が
免
除
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、1
2年
4
月
～
6
月

の
3
ヵ
月
間
も
引
き
続
き
臨
時
特
例
措

置
に
よ
り
免
除
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

免
除
を
受
け
る
た
め
の
申
請
手
続
き
は

不
要
で
す
。
問
先
=
医
療
助
成
係
(
高

齢
医
療
係
)

高
齢
者
向
け

配
食
サ
ー
ビ
ス

促
進
事
業
説
明
会

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
配
食
サ
ー
ビ

ス
の
拡
大
を
め
ざ
し
、
配
食
事
業
者
に

対
す
る
助
成
制
度
な
ど
の
事
業
説
明
会

を
行
い
ま
す
。
日
時
1
4
月
5
日
廁
、

午
後
3
時

場
所
=
区
役
所
1
2階
会
議

室

対
象
=
配
食
を
行
う
(
予
定
)
事

業
者

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問

先
=
在
宅
福
祉
課
高
齢
福
祉
計
画
係
(

高
齢
福
祉
課
計
画
推
進
係
)

保
育
の
ご
案
内

□
保
育
マ
マ
(
家
庭
福
祉
員
)

区
に
登
録
さ
れ
て
い
る
保
育
マ
マ
の

自
宅
で
3
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
保
育

し
ま
す
。

□
保
育
室

小
規
模
の
保
育
所
で
、
主
に
3
歳
未

満
の
お
子
さ
ん
を
保
育
し
ま
す
。

□
児
童
緊
急
一
時
保
護

保
護
者
が
出
産
、
病
気
な
ど
で
、
養

育
に
お
困
り
の
家
庭
の
乳
幼
児
を
一
時

的
に
保
育
し
ま
す
(
保
護
者
が
就
業
す

る
た
め
の
ご
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
)
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
保
育
振
興
係

情報満載 持って歩こう

あだちタウンガイド

配布中!
配布場所= 区政情報室、区民事

務所、図書館、文化・スポーツ 公
社センターなど 問先= 広報 係

▲ 持ち歩きに便利なA5 サイズ

▽
2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
代
表
へ
　
　
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
3
月
2
5日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法
　
期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

※

場
・
申・

問
先
等
の
(
　
)
内
は
4
月
か
ら
の
組
織
名

高齢者在宅サービスセンター・在宅介護支援センター

4月の家族介護者教室

鮮
明
な
テ
レ
ビ
画
像
を
提
供

受
信
障
害
対
策
(原
因
者
負
担
制
度
)

区
内
で
は
、
中
高
層
建
築
物
等
の
影

響
に
よ
る
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の
受
信

障
害
が
広
範
囲
に
わ
た
り
発
生
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
根
本
的
に
解
消
す
る
た

め
に
、都
市
型
C
A
T
V
(
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
)
を
利
用
し
て
各
家
庭
に
鮮
明
な

テ
レ
ビ
画
像
を
提
供
す
る
受
信
障
害
対

策
(
原
因
者
負
担
)
制
度
が
あ
り
ま
す
。

□
受
信
障
害
対
策
制
度
と
は

テ
レ
ビ
電
波
に
影
響
を
及
ぼ
す
一
定

規
模
以
上
の
建
物
等
の
建
築
主
の
協
力

を
得
て
、都
市
型
C
A
T
V

を
活
用
し
、

発
生
す
る
受
信
障
害
を
解
消
し
よ
う
と

す
る
制
度
で
す
。

□
中
高
層
建
築
物
等
の
建
築
主
の
負
担

「
足
立
区
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の
受

信
障
害
の
解
消
に
関
す
る
条
例
」
に
基

づ
き
、
受
信
障
害
の
原
因
と
な
る
中
高

層
建
築
物
等
の
建
築
主
は
、
建
築
確
認

申
請
時
に
区
と
事
前
協
議
の
う
え
建
築

物
の
規
模
に
応
じ
て
、
必
要
な
経
費
を

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
実
際
の

対
策
は
、
魴
ま
ち
づ
く
り
公
社
が
、
受

信
障
害
対
策
を
講
じ
る
建
築
主
か
ら
の

委
託
を
受
け
て
、
負
担
金
の
算
出
・
施

行
な
ど
を
行
い
ま
す
。C
A
T
V

施
設

の
整
備
や
放
送
サ
ー
ビ
ス
は
、
区
の
第
3

セ
ク
タ
ー
の
㈱
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
足

立
が
行
い
ま
す
。
両
方
と
も
区
が
指
定

し
た
機
関
で
す
。

な
お
、
新
た
に
建
設
さ
れ
る
も
の
だ

け
で
は
な
く
、
既
存
の
建
築
物
な
ど
に

つ
い
て
も
、
ケ
ー
ブ
ル
の
張
り
替
え
や

共
同
受
信
施
設
の
更
新
時
に
こ
の
制
度

が
活
用
で
き
ま
す
。

□
今
回
整
備
さ
れ
る
地
域

受
信
障
害
対
策
制
度
は
活
用
す
る
都

市
型
C
A
T
V
の
整
備
に
あ
わ
せ
、5年

間
で
順
次
地
域
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
制
度
で
現
在
整
備
さ
れ
て
い
る

地
域
は
第
1
期
か
ら
第
4
期
地
区
で
す

が
、1
1月
ま
で
に
第
5
期
地
区
を
整
備

し
ま
す
(
表
2
)
。

□
区
の
制
度
を
利
用
し
て
更
新
す
る
建

築
主
等
へ
の
助
成

テ
レ
ビ
電
波
共
同
受
信
施
設
の
更
新

・
維
持
管
理
な
ど
を
区
の
受
信
障
害
対

策
制
度
を
利
用
し
て
行
う
建
築
主
等
へ

は
次
の
よ
う
な
助
成
制
度
が
あ
り
ま

す
。

対
象
=
都
市
計
画
事
業
に
協
力

し
た
方
/
区
の
事
業
に
協
力
し
た
方
/

そ
の
他
の
公
共
事
業
に
協
力
し
た
方
な

ど

助
成
金
額
=
区
の
受
信
障
害
対
策

制
度
の
負
担
金
の
1
6分
の
1
～
2
分
の
1
(

そ
れ
ぞ
れ
限
度
額
有
り
)

※
官

公
庁
な
ど
は
対
象
外

申
・
間
先
=
嬲

ま
ち
づ
く
り
公
社

(
3
8
8
0
)
5
7
0
0
(

直
通
)

ま
た
は
環
境
課
電
波
障
害
対
策
(
都
市

計
画
課
電
波
障
害
対
策
)

都
市
型
C
A
T
V
受
信
可
能
地
域

1
2月
か
ら
第
5
期
地
区
も
放
送
開
始

第
3
セ
ク
タ
ー
の
㈱
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
足
立
で
は
、
第
5
期
地
区
(
表
2
)

で
の
放
送
開
始
を
1
1月
か
ら
予
定
し
て

い
ま
す
。

※
大
型
共
聴
施
設
等
に
よ

り
電
波
障
害
対
策
済
み
の
地
域
で
は
、

一
部
加
入
で
き
な
い
地
域
が
あ
り
ま
す

□
放
送
内
容

▽
再
送
信
サ
ー
ビ
ス
・
:都
内
の
各
チ
ャ

ン
ネ
ル
、
放
送
大
学
、
M
X
テ
レ
ビ
、

足
立
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
な
ど
1
1

チ
ャ
ン
ネ
ル

▽
ベ
ー
シ
ッ
ク
(
基
本
)
サ
ー
ビ
ス
…

再
送
信
の
ほ
か
B
s
1

、
B
s
2
、
映

回
・
ス
ポ
ー
ツ
等
専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
な

ど
4
0チ
ャ
ン
ネ
ル

▽
有
料
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
:
w
o
w
o
w
を

含
む
7
チ
ャ
ン
ネ
ル

□
契
約
の
申
し
込
み

区
内
の
電
器
店
ま
た
は
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
足
立
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申

先
=
㈱
ケ
I
ブ
ル
テ
レ
ビ
足
立

(
5
6
8
0
)
8
0
8
0

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
企
画
課

表2　 都市型CATV( ケーブルテレビ) 整備計画

※ 上記地区以外は開局済み

春
の
交
通
安
全
運
動

4
月
6
日
～
1
5日

「
お
も
い
や
り
　
人
に
　車
に
こ
の
街
に
」

今
回
の
重
点
は
次
の
3
点
で
す
。

▽
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

▽
二
輪
車
・
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止

▽
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
と
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
の
着
用
の
徹
底

交
通
事
故
は
私
た
ち
の
ち
ょ
っ
と
し

た
気
の
ゆ
る
み
や
不
注
意
が
原
因
で
起

こ
り
ま
す
。
自
分
だ
け
は
事
故
に
あ
わ

な
い
、
起
こ
さ
な
い
と
過
信
し
て
は
い

ま
せ
ん
か
。「
今
な
ら
間
に
合
う
」「
車

が
止
ま
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」
と
い
っ

た
判
断
で
行
動
し
た
結
果
、
事
故
に
あ

っ
た
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

一
瞬
の
う
ち
に
自
分
の
人
生
や
平
和

な
家
庭
ま
で
失
い
か
ね
な
い
悲
惨
な
交

通
事
故
を
な
く
す
た
め
に
、
お
互
い
の

立
場
を
尊
重
し
て
思
い
や
る
心
を
持

ち
、
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
守
り

、

自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
ま
ち
か
ら
交

通
安
全
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

□
交
通
死
亡
事
故
増
加
・
2
3
区
中
ワ
ー

ス
ト
4

位

1
1年
中
に
区
内
で
発
生
し
た
交
通
事

故
は
、
発
生
件
数
・
負
傷
者
数
と
も
前

年
を
大
幅
に
上
回
り
ま
し
た

。
ま
た

、

死

者
数
は
前
年
よ
り
も
3

人
も
増
加

し

、
2
3区
中
ワ
ー
ス
ト
4

位
で
し
た

。今

年
に
入
り
3

月
4
日
現
在
、
区
内
で
は

既
に
6

人
の
方
が
事
故
で
亡
く
な
っ
て

い
ま
す

。
発
生
件
数
も
昨
年
同
時
期
を

は
る
か
に
上
回
っ
て
い
ま
す

。

交
通
事
故
発
生
状
況
の
特
徴
と
し
て

は
、高
齢
者
の
歩
行
中
、自
転
車
・
二
輪

車
乗
車
中
に
よ
る
事
故
の
増
加
で
す

。

事
故
の
な
い
安
全
・
安
心
の
ま
ち
足
立

を
め
ざ
し

、歩
行
者
の
方
は
も
ち
ろ
ん

、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
も
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

□
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
た
め
に

青
信
号
で
も
道
路
を
横
断
す
る
と
き

は
、
左
右
の
安
全
を
確
認
し
て
か
ら
渡

り
ま
し
ょ
う
。
横
断
禁
止
場
所
で
の
横

断
や
車
両
の
直
前
直
後
の
横
断
は
大
変

危
険
な
の
で
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

夜
間
の
外
出
は
明
る
い
服
装
や
反
射
材

用
品
を
身
に
付
け
る
な
ど
、
目
立
つ
よ

う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

問
先
=
交
通
安
全
係

表3　区内の交通事故発生状況

表4　 交通安全運動の行事
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健康カレンダー
　
4月の予定

江
北
・
乳
幼
児
教
室

参
加
者
募
集

子
ど
も
は
子
ど
も
ど
う
し
の
遊
び
の

中
で
育
っ
て
い
き
ま
す
。親
子
で
遊
ん

だ
り
、情
報
交
換
を
し
て
教
室
を
運
営

し
て
い
き
ま
す
。日
時
等
=
4
月
か

ら
1
年
間
、毎
月
第
4
金
曜
日
、午
前

1
0
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分
対
象
=
江
北

保
健
相
談
所
管
内
の
親
子

▽
乳
児
・
:

歩
行
す
る
ま
で

▽
幼
児
・
=歩
行
し
て

か
ら
3
歳
ま
で

定
員
=
各
3
0組
(
先

着
順
)

申
込
=
4
月
1
0日
か
ら
電
話

場
・
申
・
問
先
=
江
北
保
健
相
談
所

(江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
)

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

消
化
器
が
ん
検
診

胃
と
大
腸
の
が
ん
検
診
を
無
料
で
行

っ
て
い
ま
す
。
胃
の
検
診
で
は
従
来
の
X

線
撮
影
と
、
血
液
(
血
清
ペ
プ
シ
ノ

ゲ
ン
法
)
に
よ
る
検
査
の
ど
ち
ら
か
を

選
べ
ま
す
。
ベ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
は
少
量

の
採
血
で
す
み
、
妊
娠
中
も
し
く
は
妊

娠
の
可
能
性
が
あ
る
方
。
バ
リ
ウ
ム
の

服
用
が
苦
手
な
方
で
も
気
軽
に
受
診
で

き
ま
す
。

日
程
=
表
5

対
象
=
3
5

歳
以
上
の
区
民

※
胃
を
切
除
し
た

方
、胃
の
病
気
で
治
原
中
の
方
は
除
く
。

妊
娠
中
の
方
は
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
の
み

可

内
容
=
①
X
線
撮
影
に
よ
る
胃
が

ん
検
診
と
検
便
に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診

②
血
液
検
査
に
よ
る
胃
が
ん
検
診
と

検
便
に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診

定
員
=

2
0
人
～
6
0
人
申
込
=
(
ガ
キ
に
郵
便

番
号
、
住
所
、氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生

年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

表
5
よ
り
胃
が
ん
検
診
名
(
①
X
線
撮

影
ま
た
は
②
血
液
検
査
い
ず
れ
か
一
方

を
選
択
)
、検
診
日
、受
診
場
所
を
第
3

希
望
ま
で
明
記
。
後
日
、
受
診
票
と
案

内
を
送
付
し
ま
す

期
限
=
受
診
希
望

月
の
前
月
1
5日
必
着
。
受
診
票
の
送
付

は
前
月
末
日
(
5
月
を
希
望
す
る
場
合
、4

月
1
5日
必
着
、
受
診
票
の
送
付
は
4

月
末
日
)

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
受
診
日
が
翌
々
月
に
な
っ
た
り
、

受
診
場
所
が
他
の
保
健
所
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す

申
・
問
先
=
足
立
保
健

所
診
療
放
射
線

〒
1
2
1・0
8
2
2

西

竹
の
塚
2
-
1
2
-
8

(
3
8
5
5
)
4
1
5
6
(

直
通
)

※
4
月
か
ら
は
中
央
本
町
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
診
療
放
射
線
〒
1
2
0
・
0
0
1
1

中
央
本
町
1
1
5
-
3

(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

表5　 消化器がん検診日程
①X 線撮影+ 検便

②血液検査+ 検便
女
性
の
た
め
の
健
康
づ
く
り

「
成
人
病
と

骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
」

日
時
=
▽
検
査
・
・
・
4
月
1
9
日
脚
、午
前

9
時
～
1
0
時
▽
結
果
に
よ
る
指
導
・

予
防
学
習
・
・
・
5
月
1
0
日
㈲
、午
前
1
0
時

～
1
1
時
対
象
=
1
8
歳
～
3
9
歳
ま
で
の

女
性

内
容
=

骨
測
定
、
体
脂
肪
・
血

圧
測
定
、
尿
・
血
液
検
査
(
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
・
貧
血
)

な
ど

定
員
=
4
0人
(
抽
選
)

費
用
=
無
料

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

期
限
1
4

月
3
日
必
着

場
・
申
・
問
先
=
足
立

保
健
所
成
人
保
健
係
(
竹
の
塚
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
)

〒
1
2
1・0
8
2
2

西

竹
の
塚
2
-
1
2
-
8

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

4
月
か
ら
健
康
診
断
書
の
発

行
は
中
央
本
町
保
健
相
談
所

(
中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
)だ
け
で
行
い
ま
す

今
ま
で
、保
健
所
・
保
健
相
談
所
で
健

康
診
断
書
を
発
行
し
て
い
ま
し
た
が
、4

月
か
ら
は
、
健
康
診
断
書
発
行
が
必

要
な
入
学
や
就
職
の
た
め
の
健
康
診
断

は
、
中
央
本
町
保
健
相
談
所
(
中
央
本

町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
)
で
集
中
し
て

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。な
お
、精
神

・
ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
お
よ
び
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
に
関
す
る
健
康
診
断
書
は
、
原

則
と
し
て
発
行
し
ま
せ
ん
。

健
康
診

断
実
施
場
所
=
中
央
本
町
保
健
相
談
所
(

中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
)

対

象
=
区
民

定
員
=
4
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話
予
約

※
健
康
不
安
や
健

康
保
持
・
増
進
の
た
め
の
健
康
相
談
は
、

今
ま
で
ど
お
り
各
保
健
所
・
保
健
相
談

所
(
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
)
で
行
い
ま

す

問
先
=
中
央
本
町
保
健
相
談
所

(中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
)

(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

足
立
保
健
所
(
竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
)
　
　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

江
北
保
健
相
談
所
(
江
北
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
)
　
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

千
住
保
健
所
(
千
住
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
)
　
　
　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

東
和
保
健
相
談
所
(
東
和
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
)
　
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

飼
い
犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

時
間
・
場
所
を
確
認
の
う
え
、
ご
来

場
く
だ
さ
い
。
な
お

。
接
種
時
は
飼
主

が
犬
を
押
さ
え
て
く
だ
さ
い

。

日
時
=

表
6

※
雨
天
決
行

費
用
(
一
頭
)
=

登
録
済
犬
・・・
3
千
鴎
円
/

未
登
録
犬

・
:
6
千
5
0
0円
(
登
録
料
3

千
円
を
含
む
)

問
先
=

千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

※
4

月
か
ら
は
足
立
保
健
所
医
薬
衛
生

係

(
3
8
8
0
)
5
3
6
2
(

直
通
)

表6　 狂犬病予防注射日程

※ 保健所・保健相談所の( 　) 内は4月からの名称

※
道
路
や
河
川
敷
、
公
園
内
で
の
犬
の

放
し
飼
い
に
よ
り
、犬
に
か
ま
れ
た
り

、

急
に
飛
び
つ
か
れ
る
事
故
が
お
き
て
い

ま
す
。
必
ず

、
飼
主
の
方
は

、
ひ
き
綱

を
つ
け
て
散
歩
し

、
公
園
な
ど
の
区
画

さ
れ
た
場
所
で
も
絶
対
に
放
し
飼
い
に

し
な
い
で
く
だ
さ
い

4 月 の献血
皆さんのご協力をお待ちしています

問先= 東京都東赤十字血液センター　5682- 2801
区・保健予防係　3880- 5111 ㈹

健康あ・ら・かると

衣類をムシから
守りましよう!

日
一
日
と
暖
か
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
重
い

コ
ー
ト
の
お
世
話
に
な

る
時
期
も
も
う
、
終
わ

り
で
す
ね
。
そ
ん
な
大

切
な
コ
ー
ト
が
、
気
が
付
け
ば
「
ム
シ

に
食
わ
れ
て
穴
が
あ
い
て
い
た
」
と
い

う
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

保
健
所
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ム
シ
に

つ
い
て
の
相
談
が
あ
り
ま
す
。
衣
類
に

穴
を
あ
け
る
ム
シ
の
代
表
は
「
カ
ツ
オ

ブ
シ
ム
シ
類
」
で
、
相
談
の
多
い
ム
シ

の
一
つ
で
す
。

よ
く
、
「
ム
シ
が
わ
い
た
」
と
い
う
表

現
を
聞
き
ま
す
が
、
何
も
な
い
と
こ
ろ

か
ら
、
ム
シ
は
発
生
し
ま
せ
ん
。
衣
類

に
付
着
し
た
カ
ツ
オ
ブ
シ
ム
シ
類
は
、

5
月
こ
ろ
成
虫
に
羽
化
し
、
産
卵
し
て

I
～
2
ヵ
月
後
に
死
ん
で
い
き
ま
す
。

こ
の
産
卵
場
所
が
衣
類
の
そ
ば
の
場
合

に
、
幼
虫
が
衣
類
を
食
害
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

カ
ツ
オ
ブ
シ
ム
シ
類
に
も
、
い
ろ
い

ろ
な
種
類
が
い
ま
す
が
、
衣
類
を
よ
く

食
害
す
る
の
は
、
ヒ
メ
カ
ツ
オ
ブ
シ
ム

シ
と
ヒ
メ
マ
ル
カ
ツ
オ
ブ
シ
ム
シ
の
幼

虫
で
す
。
ヒ
メ
カ
ツ
オ
ブ
シ
ム
シ
の
幼

虫
は
体
長
5
～
9
㎜
の
赤
褐
色
を
し
た

長
い
毛
で
全
身
が
お
お
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ヒ
メ
マ
ル
カ
ツ
オ
ブ
シ
ム

シ
の
幼
虫
は
、
体
長
2
～
4
㎜
で
灰
褐

色
を
し
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
と
も
、
幼

虫
の
期
間
は
約
1
年
で
す
が
、
1
年
間

衣
類
を
食
害
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
あ
る
大
き
さ
に
な
る
と
ほ
と
ん
ど

衣
類
を
食
べ
な
く
な
り
ま
す
。
特
に
羊

毛
、
絹
、
毛
織
物
な
ど
の
動
物
性
の
繊

維
を
好
み
ま
す
。

お
気
に
入
り
の
コ
ー
ト
や
セ
ー
タ
ー

も
、
穴
が
あ
い
て
し
ま
っ
た
ら
台
無
し

で
す
。
大
切
な
衣
類
は
、
こ
ま
め
に
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
し
た
り
、
よ
く
晴
れ

た
日
な
ど
に
は

〝虫
干
し
〟
を
し
て
、

清
潔
に
保
つ
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
タ
ン
ス
の
中
を
整
理
整
頓
し
、

時
々
風
を
と
お
し
て
湿
気
を
た
め
な
い

よ
う
に
す
る
日
々
の
防
虫
対
策
が
重
要

で
す
。

A
足
立
・
千
住
保
健
所
環
境
衛
生
係
V

綾
瀬
駅
～
区
役
所
～
西
新
井
駅
を
結
ぶ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

愛
称
は
「
は
る
か
ぜ
」に
決
定
!

4
月
1
日
か
ら
運
行
予
定
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
愛
称
は
、
6
4通
の
応
募

の
中
か
ら
選
考
の
結
果
、
保
木
間
に
お

住
ま
い
の
櫻
澤
瀧
野
さ
ん
の
「
は
る
か

ぜ
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

な
お
、
定
期
・
回
数
券
の
販
売
箇
所

お
よ
び
運
行
ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
=
日
立
自
動
車
交
通
㈱

(
5
6
8
2
)
6
2
9
4

ま
た
は
交
通
計
画
係
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区の組織をスリムにします
区 役所庁舎 の窓口 が変 わり ます

平成12 年度に、都から清掃事業の 収集運搬などの仕事か区に移ります。また、介

護保険か実施されるなど 新しい仕事か増えるため、区の組織の見直し を行ってき

ました。新しい組織は足立保健所と千住保健所の統合、学校教膏部と生涯教育部の

統合、済掃事務の区移管に伴う環境清掃部の新設などを実施する予定で、簡素と効

率を目指し 、区民の皆さんかわかりやすいも のとしまし た。( 図2 参照)

こ れにより、担当する窓口か変わりますので、特に利用の多い窓口や担当課の変

更概要についてお知ら せします。また、庁舎のフロアレイアウトも図1 のよう に変

わりますので、ご理解とご協力をお願いします。

4月
1日から変更にな
るところ

区
民
生
活
・
産
業
振
興
の
分
野

』
窓
口
位
皿
の

奮
更

▽
中
央
本
町
区
民
事
務
所
・『・
帛
館
―
階

※
1

番
照

▽
住
居
表
示
に

関
す
る
こ
と
・・・
南
都
3

階
(

庄
居
表
示

担
当
)

▽
国
願
交
流
に
闘
す
る
こ
と
・・・
南
館
3

階
i

陬
交
流
課
)

▽
商
業
、
工

業
、
農
業
の

振
興
に
関
す

る
こ
と
・・・
南
館
3

階
(

産
業
振
興
滕
)

・

廻
当
課
等
の
慶
更

▽
高
額
医
療
の

賃
し
付
け
に
関
す
る
こ

と
・・
・
国
民
健
康
保
険
鰈
(

北
館
2

階
)

▽
町
会
・
自
治
会
に
関
す
る
こ
と
…
地

槭
支
援
震
(

帛
館
3
階
)

▽
美
化
推
進

、
区
民
憲
章

、
区
民
ま
つ

り
に
関
す
る
こ
と
・・
・
地
域
支
援
課
(

南

館
3
陬
)

▽
中
心
市
街
地
活
性
化
な
ど
に
関
す
る

こ
と
・・・
副
参
事
(

特
定
地
域
活
性
化
)
(

南
館
3

階
)

福
祉
・
保
健
衛
生
の
分
野

・

窓
口

位
一

の
変
更

▽
介
霞

保
険
に
関
す
る
こ
と
・・・
北
館
1

階
(
介
護
保
険
課
)

・

担
当
課
等
の
変
更

▽
生
業
賢
金
お
よ
び
心
急
小
口
資
金
な

ど
に
関
す
る
こ
と
・・
・
福
祉
管
理
課
(

中

央
館
3

陪
)

▽
ひ
と
9

観
家
庭
の
支
援
に
関
す
る
こ

と
・・
・
子
育
て
支
援
課
(

中
央
館
3
階
)

▽
乳
幼
児
医
療
費
助
成

、
児
童
手
当
に

閲
す
る
こ
と
・・
・
子
弯
て
支
援
課
(
中
央

館
3

階
)

▽
高
齢
者
の
医
療
費
の
給
付

、
助
成
に

関
す
る
こ
と
・・
・
高
飴
サ
ー
ビ
ス
課
(

中

央
館
3

階
)

▽
心
身
嘩
害
者
(

児
)
の
医

療
費
の
助

戉
に
関

す
る
こ
と
・・・
障
害
福
祉
課
(

中

央
館
3
陬
)

▽
高
齢

者
介
霞
の
相
談
・
高
齢
者
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
こ
と
・・・
※
2
参
照

▽
公
害
偲
果
被
害
補
僕
に
関
す
る
こ

と

・・・
衛
生
眥
迴
臘
(

府
館
2
階
)

▽
保
健
所
の
事
務
の

変
更
に
関
す
る
こ

と
…
*
3

参
照

清

掃
・
環

境

の

分
野

・

窓
口
位
一

の
変
更

▽
環
境
保
全
、
公
害
に
関
す
る
こ
と
・
:

南
館
1
1
陬
(
環
境
霏
)

S
担
当
諌
等
の
変
更

▽
済
掃
事
業
に
闘
す
る
こ
と
・・・
膺
掃
諜

(
南
館
1
1
階
)

※
4

参
照

土
木
・
ま
ち
づ
く
り
の
分
野

亜
窓
口
位
一

の
変
更

▽
道
路
等
土
木
工
事
に
関
す
る
こ
と
・・・

東
耶
工

事
事
筋
所
・
西
部
工
事
事
筋
所

匳
担
当

課
等
の
変
更

▽
土
地
区
画
整
理
事
業
の
建
初
移
転
な

ど
に
関
す
る
こ
と
…
移
転
工
事
課
(

北

館
4

菠
)

▽
電
波
陣
害
に
関
す
る
こ
と
・
』『
郡
市
計

画
課
(
閘
憇
4

階
)

▽
2
・
2

・
2

住
宅
プ
ラ
ン
に
闘
す
る

こ
と
・・・
住
宅
推
4

墮
(

南
館
4

蕩
)

▽
建
築
確
認

、
住
宅
蒙
塵
証
明
な
ど
に

関
す
る
こ
と
・・
i
築
課
(
中
央
館
4
階
)

▽
道
賂
指
定

、
違
反
雇
築
勧
取
(
y
締
ま

り
な
ど
に
関
す
る
こ
と
…
指
導
課
(
中

央
館
4

階
)

▽
建
築
審
査
会
、
不
燃
化
促
進
事
業
な

ど
に
関
す
る
こ
と
・
'・
刪
参
事
(

葛
築
防

災
)
(
中
央
館
4

階
)

学
校
教
育
・
生
涯
教
育
の
分
野
(
統
合
)

・

窓
口
位
置
の
変
更

▽
体
育
振
興
に
関
す
る
こ
と
・
・・
体
育
振

興
担
当

課
(
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

内
)

※
5
参
照

圏
担
当

課
等
の
変
更

▽
青
少
年
対
策

、
苛
少
年
団
体
な
ど
に

関
す
る
こ
と
・・
生

涯
学
習
頡
(

南
館
5

階
)

▽
芸
術

、
又
化
の
振
興
な
ど
に
関
す
る

こ
と
・・
生

涯
学
習
施
般
建
設
室
(
爾

館
6

階
)

▽
取
育
施
設
の
建
設

、
改
修
に
閲
す
る

こ
と
・・・
施
段
管
理
課
(
南
館
5

階
)

▽
区
立
小
・
中
学
校
の
適
正
配
置
に

関

す
る
こ
と
・・
・
副
多
串
(
適
正
配
置
)
(
隋

館
5
階
)

▽
教
育
改
革
の
推
逓
に
関
す
る
こ
と
・
・・

教
育
改
藁
推
進
諌
(

南
館
6

階
)

▽
教
育
課
程

学
習
の
専
門

的
指
導
な

ど
に
関
す
る
こ
と
・・
・
教
育
指
導
室
(

南

館
5
階
)

▽
公
社
の
祕

合
・
新
設
に
関
す
る
こ
と

・
・・
※
6

参
照

4
・
5
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
な
い
も
の
は

企

画

課

へ

登
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

表1 在宅介護支援センター一覧

※ 基幹のみ窓口開設冊間は、午旬8時30分～午後8時

図2 新旧組織比較図

図1 フ ロ ア レ イア ウ ト　
各 階ご 案 内

※匚 の組織は、場所・名称な
どか変わりました
※ 連絡通路は各階にあります
問先= 庁舎管理課または企画課

登3880- 5111( 代)

※ 1
中
央
本
町
区
民
事
務
所
は
戸
籍
住

民
課
の
向
か
い
に
移
転
し
ま
し
た

す
ぐ
近
く
の
窓
口
で
手
続
き
が
済
む

よ
う
に

、
区
民
事
筋
所
の
場
所
を

、
区

役
所
北
館
―
階
か
ら
戸
籍
住
民
課
の
あ

る
南
館
―
階
に
移
転
し
ま
し
た

。ま
た

、4

月
1

日
か
ら
は

、
ほ
か
の
区
民

事
筋

所
と
同
様
に

国
民
健
康
保
険
料

国

民
年
金
保
険
科

、
特
別
区
民
・
都
民
税

の
収
納
を
取
り
扱
い
ま
す

問
先
=

中
央
本
町
区
民
事
筋
所

※ 2

高
齢
者
の
介
護
相
談
は

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
ヘ

4
月
か
ら
、
区
の
高
齢
者
痛
祉
サ
ー

ビ
ス
か
変
わ
り
ま
す
。
区
は

。
生
活
支

援
ヘ
ル

パ
ー
事
葉
や
生
き
が
い
対
応
型

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
介
霞
保
険
の
対
象

に
な
ら
な
い
事
業
を
行
い

穿
T

。
こ
れ

ら
の
公
的
サ

ー
ビ
ス
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
在
宅
介
霞
支
援
セ
ン

タ
ー
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
(

表
―
)
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
福
祉
事

務
所
に
代
わ
っ
て

、
地
域
に
お
け
る
身

近
で
公
的
な
相
談
窓
口
と
し
て
、
公
的

サ
ー
ビ
ス
の
申
誚
代
行
の
ほ
か

、
介
護

保
険
に
関
す
る
相
談
も
お
鷽
卩
¥

チ

。

高
齢
の
方
や
そ
の
ご
家
族
が
利
用
」

や

す
い
よ
う

、2
4時
閥
の
電
話
相
談
や

、

必
要
に
5

じ
て

訪
問
に
よ
る
相
談
も
行

い
ま
す

。お
気
瞳
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

日

時
=

月
濯
～
土
曜
(

祝
日

等
は

除

く
)
、
午
前
9

時
1
午
後
5

時
(
基
幹
の

み
午
前
8

時
3
0分
1

午
後
8
時
)

申

込
―
随
時

※
時
間
外
の
相
談
も
必
要

に
応
じ
て
受
け
付
け

。
事
前
に
電
話
し

て
く
だ
さ
い

問
先
1

表
―

※ 3

保
健
所
を
足
立
保
健
所

一
つ
に
統
合
し
ま
す

区
で
は

、
地
域

保
健
体
制
の

充
実
・

強
化
を
図
る
た
め

、
保
健
所
の
改
編
を

行
い
ま
す

。
足
立
保
健
所
と
千
僅
保
健

所
を
荀
合
し
て

、
新
た
な
足
立
保
健
所

を

設
置
し

、
保
健
相
岐
所
を
廃
止
し
て

各
地
域
に
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
を
配
置

し
ま
す
(

表
2
)

。

主
な
事
業
内
容
=
▽
生
活
衛
生
課
i・・
医

家
や
薬
局
関
係
、
食
品
環
塊
衛
生
な
ど

の

許
句
届
出

∇
健
康
推
進
禰
・・・
母
子

・
虞
人
保
健
業
務

▽
各
保
健
総
合
セ

ン
タ
!

・
i乳
幼
児
の
儷
蹶
診
査
、
節
目

健
診
な
ど
各
種
健
診
や
健
康
相
飯
お
よ

び
地
域
の
健
康
づ
く
り
な
ど

※
入
学

や
就
職
の

た
め
の
健
康
診

断
は
中
央

本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
の
み
取
り
扱

い

問
先
=
衷
2

表2 足立保健所( 保健総合センター)一覧※ 4

清
掃
事
業
が
区
へ
移
管
さ
れ
ま
す

清
掃
課
で
ほ

、
ご
み
・
し
尿
の
収
集

運
搬
な

ど
の
計
画

、
有
料
ご
み
処
理
券

(
粗
大
・
事
業
系
)
の
販
売

、
下
水
道

米
曾
及
地
峨
の

浄
化

槽
両
掃
経
費
の

助

嵎
な
ど
を
行
い

ま
す
。

な
お

、
清
掃
事
務
所
が
都
か
ら
区
へ

移
管
に
な
り
ま
す
が
、
業
務
の
内
容
は

今
ま
で
と
変
わ
n
ま

せ
ん

。
引
つ
越
し

な
ど
で

ご
み
が
多
く
出
た
と

き
の
相
談

な
ど
は

、
清
掃
事
務
所
へ
連
絡
し
て

く

だ
さ
い

。

問
先
―
清
掃
課
ま
な
は
足

立
東
灣

掃
串
務
所

霖
(
3
8
8
9
)
0
7
1
1

足
立
西

清
掃
事
務
所

S
(
3
8
5
3
)
2
1
4
1

※ 5

教
育
委
員
会
事
務
局
組
織
再
編
に

伴
う
所
管
事
務
の
移
行

生
涯
教
育
推
進
課
で
行
っ
て
い
た

、

生
き
が
い
奨
励

金
の
支
給

、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
指
導
者
保
険
、
学
校
図
魯
館
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
は
生
涯
学
習
謀
へ

、
足

立
区
文
化
祭

、
区
展
な
ど
の
担
当
は
生

睚
学
晋
施
設
建
設
窒
へ
移
行
し
ま
す

。

生
涯
学
習
推
進
計
画
は
教
育
改
革
推
進

諜
が
担
当
し
ま

す
。

ま
た

。
学
校
開
放
事
藁
は

体
育
振
興

担
当
課
に
移
り

、
同
諌
お
よ
び
爬
足
立

区
体
育
協
会
は
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
内
へ

事
筋
所
を
移
転
し
ま
す

。

問

先
―
体
青
振
興
担
当

滕

S
(
3
8
5
9
)
3
4
2
2

聊
足
立
区
体
育
協
会

き
(
3
8
5
9
)
3
4
2
7

※
い
ず
れ
も
・
`
話
は
4
月
3
日
か
ら

※ 6
(財
)足
立
区
生
涯
学
習
振
興
公
社
を

設
立
し
ま
す

勇
一
茨
足
立
区
些
瀝
学
目

推
進
計
画

に
基
づ
き

、
生
涯
学
習
の

振
興

、
地
域

学
習
の

推
進
に
貢
献
す
る
た
め

、
諾
足

立
区
叡
育
振
興
公
社

、
黝
足

立
区
コ

ミ

ュ
ニ
テ

ィ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
の
2

公
社
を
統
合
し

、4

月
1
日
に
鰰
足
立

区
生
醢
学
習
振

興
公

社
を
設
立
し

ま

す
。

問
先
1

生
涯
敵
育
推
進
課
計
画

係
/
4

月
1

日
か
ら
・
・・
抛
足
立
区
生
涯

学
習
振
興
公
社
総
務
課
(

生
涯
掌
習
セ

ン
タ
ー
内
)a

(
5
8
1
3
)
3
7
2
4
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催
し
物
ガ
イ
ド

さ

く

ら

ま

つ

り

「
育
て
よ
う
桜
広
げ
よ
う
地
域
の
輪
」

日
時
=
4
月
2
日
㈲
、
午
前
1
1
時
～
午

後
3
時

場
所
=
島
糀
屋
公
園
(
鹿
浜

二
丁
目
)

内
容
=
野
外
ス
テ
ー
ジ
、

模
擬
店
、
桜
工
作
、
野
点
、
ミ
ニ
S
L

な
ど

問
先
=
西
部
児
童
館
・
老
人
館

(
3
8
9
7
)
5
0
1
6

第
1
1回
　春
の
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

区
内
の
合
唱
団
を
中
心
に
、た
く
さ

ん
の
方
々
の
さ
わ
や
か
な
歌
声
を
お
届

け
し
ま
す
。ぜ
ひ
。ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
=
4
月
9
日
日
、正
午
開
演
(
午

前
1
1
時
3
0
分
開
場
)
場
所
=
ギ
ャ
ラ

ク
シ
テ
ィ

費
用
=
無
料

問
先
=
春

の
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

(
3
8
9
0
)
5
4
4
7

ま
た
は
文
化
振
興
係

第
4
4回
　区
民
芸
能
大
会
参
加
者
募
集

日
時
=
5
月
2
0日
出
、
午
前
1
0時
～
午

後
5
時
(
予
定
)

場
所
=
区
役
所
庁

舎
ホ
ー
ル

出
場
資
格
=
観
光
協
会
会

員
(
家
族
)
ま
た
は
区
民
/
個
人
を
原

則
と
し
、
団
体
の
場
合
は
1
0人
以
内
/
1

人
1
種
目
に
限
る

※
過
去
3
年
間

の
大
会
最
優
秀
賞
者
・
優
秀
賞
者
お
よ

び
第
4
3回
大
会
優
良
費
者
は
除
く

募

集
種
目
・
組
数
=
▽
歌
の
部
(
歌
謡
曲

・
民
謡
・
そ
の
他
)
・
:
6
0組

▽
踊
り

の
部
:
3
0組

費
用
=
次
の
う
ち
安
い

方
を
選
択

▽
参
加
者
―
人
に
つ
き
、

会
員
千
円
、
会
員
家
族
千
5
0
0円
、
一
般
2

千
円

▽
多
人
数
申
し
込
み
の
場

合
、3
～
6
人
は
5
千
円
、7
人
以
上
7

千
円

申
込
=
申
込
書
に
8
0円
切
手

を
添
え
直
接
持
参
ま
た
は
郵
送
。
く
わ

し
く
は
、
観
光
協
会
事
務
局
・
各
区
民

事
務
所
に
あ
る
申
込
書
、
要
綱
を
ご
覧

く
だ
さ
い

期
限
=
4
月
7
日
必
着

※
4
月
1
4日
公
開
抽
選

申
・
問
先
=

観
光
協
会
事
務
局
(
産
業
振
興
課
内
)

〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
―
1
7―
1

第
1
4回
　
足
立
区
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

審
査
結
果
と
入
選
作
品
の
展
示

応
募
総
数
1
7
3点の
中
か
ら
審
査
の
結

果
、
次
の
方
々
が
入
選
し
ま
し
た
(
敬

称
略
)
。

推
薦
(
区
長
費
)
=
石
川
春

夫
(
西
新
井
三
丁
目
)

特
選
(
観
光

協
会
会
長
費
)
=
谷
原
昭
一
(
関
原
三

丁
目
)
・
赤
堀
良
明
(
竹
の
塚
三
丁
目
)

準
特
選
=
矢
農
一
江
(
鹿
浜
二
丁
目
)

・
菅
生
明
雄
(
竹
の
塚
二
丁
目
)
・
山

田
申
一
(
保
木
間
一
丁
目
)
・
石
川
幸

雄
(
中
央
本
町
四
丁
目
)

入
選
=
松

下
照
子
(
西
新
井
四
丁
目
)
ほ
か
9
人

佳
作
=
吉
澤
康
博
(
足
立
二
丁
目
)
ほ

か
1
4人

□
入
選
作
品
の
展
示

期
間
=
4
月
1
1
日
～
1
4
日
場
所
=
区

役
所
1
階
ロ
ビ
ー

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
観
光
協
会
(
産
巣
振
興
課
内
)▲ 区長賞の作品

鹿
沼
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

7
・
8
月
分
利
用
申
し
込
み

利
用
日
数
=
2
泊
3
日
ま
で

対
象
=

区
内
在
住
・
在
勤
の
方

申
込
=
往
復
(

ガ
キ
に
団
体
名
、
代
表
者
の
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
、利
用
人
数
、「
鹿
沼

申
込
」
と
明
記
(
重
複
申
し
込
み
は
無

効
)

期
限
=
4
月
1
0日
必
着

抽
選
=
4

月
1
2日
㈲
、
午
前
9
時
か
ら
区
役

所
1
2階
会
議
室

当
選
者
の
受
付
=
4

月
2
2日
出
、
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

※
抽

選
で
決
定
し
た
受
付
番
号
順
に
希
望
日

を
受
け
付
け
ま
す
。
区
主
催
事
業
な
ど

で
優
先
予
約
し
て
い
る
日
程
が
あ
り
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い

申
・
問
先
=
足
立
区
生
涯
学
習
振

興
公
社
計
画
調
整
課

〒
1
2
1
・
0
0
6
3

東
保
木
間
2
-
2
7
1
1
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
内(

5
6
8
6
)
2
5
0
3

※
3
月
3
1日
ま
で
の
お
問
い
合
わ
せ
は

体
育
管
理
係
(
区
役
所
内
)
へ

区
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
養
成
講
習
会

専
門
科
目
「
一
輪
車
」

各
種
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
資
質
と
指

導
力
の
向
上
を
目
的
に
、
講
習
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。
専
門
科
目
と
別
に
開
催

す
る
共
通
科
目
の
試
験
に
合
格
し
た
方

を
、
足
立
区
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
と

し
て
認
定
・
登
録
が
で
き
ま
す
。

日

程
等
=
表
1

場
所
=
鹿
浜
セ
ン
タ
ー

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
の
2
0歳
以
上

で
、
現
在
一
輪
車
の
指
導
を
行
っ
て
い

る
方
お
よ
び
一
輪
車
の
地
域
指
導
者
を

め
ざ
す
方

費
用
=
受
講
料
無
料
(
別

途
教
材
費
2
千
円
当
日
徴
収
)

申
込
=

往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
(
フ
リ

ガ
ナ
)
、
電
話
番
号
、
年
齢
、性
別
、種

目
名
と
経
験
年
数
、
所
属
団
体
を
明
記

期
限
=
4
月
5
日
必
着

申
・
問
先
=

体
育
振
興
係

〒
囹
・
8
5
1
0
中

央
本
町
―
-
1
7
-―

表1　 公認スポーツ指導員養成講習会

郷
土
博
物
館
の
講
座
　会
員
募
集

1
年
間
行
う
講
座
の
会
員
を
募
集
。

□
古
代
史
料
を
読
む
会

日
時
=
毎
月
第
3
土
曜
日
、
午
前
1
0時

～
正
午

※
4
月
1
5日
出
、
午
前
1
0時

に
説
明
会

場
所
=
郷
土
博
物
館
(
史

跡
探
訪
の
場
合
は
野
外
)

内
容
=
平

将
門
の
乱
(
9
3
5年～
弼
年
)
の
経
過
を

記
し
た
「
将
門
記
」
の
輪
読
と
関
係
史

跡
の
実
地
踏
査
な
ど

定
員
=
3
0
人

(
抽
選
)

期
限
=
4
月
8
日

□
子
ど
も
の
遊
び
を
調
べ
る
会

日
時
=
毎
月
第
4
土
曜
日
、
午
前
1
0時

～
正
午

※
4
月
2
2日
比
、
午
前
1
0時

に
説
明
会

場
所
=
郷
土
博
物
館
(
実

地
調
査
も
有
り
)

内
容
=
子
ど
も
の

遊
び
の
種
類
や
ル
ー
ル
、
か
け
声
な
ど

を
調
べ
、
そ
の
伝
播
や
時
代
に
よ
る
変

化
な
ど
を
考
る
。
今
年
度
は
ジ
ャ
ン
ケ

ン
に
つ
い
て

定
費
=
2
0人
(
抽
選
)

期
限
=
4
月
1
5日

□
石
造
物
を
調
べ
る
会
(
継
続
)

日
時
=
毎
月
第
2
土
曜
日
、
午
後
1
時
3
0

分

※
4
月
2
2日
、
午
後
2
時
に
説

明
会

場
所
=
区
内
社
寺
な
ど

内
容
=

区
内
の
社
寺
や
路
傍
に
残
る
石
造
物

の
記
録
分
類

定
員
=
新
規
会
貝
2
0人

(抽
選
)

期
限
=
4
月
1
5日

―
―
い
ず
れ
も
―
―

費
用
=
無
料
(
交
通
費
は
自
己
負
担
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
講
座
名
を
明

記

申
・
問
先
=
郷
土
博
物
館

〒
1
2
0

・
0
0
0
1

大
谷
田
5
-
2
0
-
―

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

郷
土
博
物
館
の
催
し

□
第
2
土
曜
日
の
無
料
公
開
日
に
映
画

を
上
映

日
時
=
4
月
8
日
出
、午
前
1
1
時
場

所
=

郷
土
溥
物
館

内
容
=

▽
「
飛
騨

古
川
太
鼓

―
起
こ
し
太
鼓
が
響
く

夜

―
」(
8
0分
)
・・・
屋
台
行
列
の
前
夜
に
行

わ
れ
る
起
こ
し
太
鼓
と
古
川
や
ん
ち
ゃ

の
心
意
気
を
描
く

▽
「
京
菓
子

」(
2
9

分
)
・
:
和
菓
子
の
歴
史
と
す
ば
ら
し
い

京
菓
子
の
技
術
を
美
し
く
紹
介

□

春
季
区
民
教
養
講
座

日
時
1
4

月
2
3
日
興

午
後
1

時
3
0分

～
3
時

※
午
後
1
時
受
付
開
始
、
先

着
8
0人
に
資
料
配
布

場
所
=
綾
瀬
プ

ル
ミ
エ

内
容
=
「
小
倉
百
人
一
首
の

謎
」

講
師
=
佐
藤
忠
雄
氏
(
足
立
史

談
会
事
務
局
長
)

―
―
い
ず
れ
も
―
―

費
用
=
無
料

申
込
=
当
日
直
接
会
場

へ

問
先
=
郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

▽
6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
か
な
い
も
の
は

区
役
所
代
表
へ
　
　
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
3
月
2
5日
か
ら
受
け
付
け

凡 例

申
込
…
申
し
込
み
方
法
　
期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

1
2年
度
消
費
生
活
問
題

調
査
研
究
グ
ル
ー
プ
募
集

消
費
生
活
に
お
け
る
身
近
な
疑
問

や
問
題
に
つ
い
て
、
調
査
研
究
を
行

う
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま
す
。
活

助
期
間
=
1
2
年
5
月
～
1
3
年
2
月

対
象
=
区
内
在
住
者
を
主
体
と
す
る
5

人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

※
営
利
目

的
を
除
く
な
ど
、
助
成
要
綱
に
沿
つ

て
い
る
こ
と

内
容
=
テ
ー
マ
を
決

め
活
動
結
果
を
報
告
(
秋
の
消
費
者

展
で
発
表
)

助
成
金
=
年
間
3
万

円
ま
で

募
集
数
=
6
組
(
書
類
審

査
)

募
集
期
間
1
4
月
1
日
～
1
5

日

申
・
問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

区
の
友
好
都
市
・
鹿
沼
市
に
オ
ー
プ
ン

「
出
会
い
の
森
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
」

「
か
ぬ
ま
手
づ
く
り
の
里
そ
ば
処
久
我
」

鹿
沼
市
酒
野
谷
地
区
に
、
豊
か
な
自

然
を
生
か
し
た
水
と
緑
の
交
流
拠
点

「
出
会
い
の
森
」
が
4
月
2
9日
オ
ー
プ

ン
。
温
泉
施
設
を
中
心
と
し
た
健
康
づ

く
り
の

〝や
す
ら
ぎ
の
森
〟
、オ
ー
ト
キ

ャ
ン
プ
場
な
ど
ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の

〝活
動
の
森
〟
が
あ
り
ま

す
。ま
た
、「
か
ぬ
ま
手
づ
く
り
の
里
そ

ば
処
久
我
」
は
4
月
1
0日
オ
ー
プ
ン
。

そ
ば
打
ち
を
体
験
で
き
る
そ
ば
屋
で
、

そ
ば
や
農
産
物
の
販
売
も
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
ー
フ
リ
ー
テ
ン
ト

予
約
受
付
=
利
用
日
の
3
ヵ
月
前
の
月

の
初
日
か
ら
休
園
日
=
毎
週
月
曜
日

の
正
午
～
火
曜
日
正
午
(
夏
休
み
無

休
)
、1
2
月
2
9
日
～
1
月
3
日
交
通
=

車
で
鹿
沼
I
.
C
.
か
ら
約
2
0
分
料
金
=

▽
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
・・・
宿
泊
(

午
後
1

時
～
翌
日
午
前
1
1
時
)

は
1

区
画
4

千

沺
円
/
日
帰
り
(
午
前
9
時
～
午
後
4

時
)
は
2
千
2
0
0
円
▽
フ
リ
ー
テ
ン
ト

サ
イ
ト
・
:
宿
泊
(
午
後
1
時
～
翌
日
午

前
1
1
時
)
は
1
幕
2
千
瞋
円
/
日
帰
り

は
1
幕
千
2
0
0円

※
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー

ム
、
ラ
ン
ド
リ
ー
は
無
料
(
水
洗
ト
イ

レ
、洗
い
場
完
備
)
、有
料
で
出
会
い
の

森
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
温
泉
も
利
用
可

予
約
=
出
会
い
の
森
公
園
管
理
事
務
所

に
電
話
(
4
月
1
日
以
降
)

0
2
8
9
(
6
0
)
3
3
2
1

問
先
=
区
・
都
市
提
携
係
ま
た
は
鹿
沼

市
公
園
緑
地
課

0
2
8
9
(
6
3
)
2
2
1
4

□
か
ぬ
ま
手
づ
く
り
の
里
そ
ば
処
久
我

利
用
時
間
=
午
前
1
1
時
～
午
後
4
時

定
休
日
=
月
曜
日
交
通
=
車
で
鹿
沼

I
.
C
.
か
ら
約
2
5
分
間
先
=
そ
ば
処
久

我
　
0
2
8
9
(
6
5
)
8
7
8
7

小
学
生
お
さ
ら
い
教
室

児

童

募

集

社
会
奉
仕
活
動
の
一
環
と
し
て
、
経

験
豊
か
な
元
小
学
校
教
諭
が
マ
ン
ツ
ー

マ
ン
方
式
で
指
導
し
ま
す
。

場
所
等
=

表
2

費
用
=
月
額
4
千
円
～
5
千

緊
円

申
先
=
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
　
　
　
(
3
8
5
9
)
2
5
6
1

問
先
=
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
在
宅
調
整
係

表2　 小学生おさら い教室

掲
示
板

□
葛
飾
区
亀
有
駅
南
口
公
園
下
自
転
車

駐
車
場
定
期
利
用
者
募
集
利
用
開
始

日
=
5
月
1
日
料
金
=
1
ヵ
月
2
千

伽
円
等
※
一
時
利
用
1
5
0
円
有
申
込

=
4
月
1
日
～
1
5
日
の
間
に
現
地
管
理

事
務
所
へ
問
先
=
葛
飾
区
・
自
転
車

対
策
係
　
(
3
6
9
5
)
1
1
1
1
㈹

□
保
留
地
を
処
分
し
ま
す

入
札
日
時
I
3
月
2
9
日
㈲
、午
前
1
0
時

～
午
後
1
時
区
画
=
7
区
画
(
7
6
・

4
～
4
5
7
・
7
㎡
)
※
現
地
案
内
…
3
月

2
5日
～
2
7日
、
午
前
1
0時
～
午
後
3
時

場
・
問
先
=
花
畑
東
部
土
地
区
画
整
理

組
合
　
　
(
3
8
8
4
)
5
1
8
0

□
第
1
期
区
民
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室

日
時
=
4
月
1
3
・
2
7
日
、
5
月
1
1
・
2
5

日
、
6
月
8
・
2
2日

午
後
6
時
3
0分

～
8
時
3
0分

場
所
=
千
寿
第
三
小
体

育
館

対
象
=
1
6歳
以
上
の
区
民
。
初

心
者
歓
迎

費
用
=
瞋
円

申
・
問
先
=

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟
・
長
谷
部

(
3
8
8
1
)
9
0
6
5

□
区
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

日
時
=
4
月
1
9
日
～
7
月
1
2
日
の
。5

月
3
日
を
除
く
毎
週
水
曜
日
(
全
1
2回
)

午
後
8
時
～
1
0時

場
所
=
マ
ル
ア
イ

ボ
ウ
リ
ン
グ

費
用
=
1
回
千
旛
円

※
貸
し
靴
代
別
。
初
回
に
教
本
代
千
円

有

申
・
問
先
=
ボ
ウ
リ
ン
グ
連
盟
・

斉
藤
　
　
(
3
8
8
2
)
1
9
0
1

□
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
看
護
婦
(
士
)

募
集

勤
務
時
間
等
=
週
休
2
日
、
午
前
9
時

～
午
後
6
時

※
夜
勤
無
し

申
込
=

履
歴
書
と
資
格
証
(
写
)
を
持
参

場

・
申
・
問
先
=
足
立
翔
裕
園
(
入
谷
九

丁
目
)
　
　
(
3
8
5
5
)
6
3
6
3

□ 都立看護専門学校一日体験 入学　日程=5 月12日… 公衆衛生・府中/13 日… 広尾・豊島・荏原・松沢・大塚・北多摩・青梅・板 橋/27 日… 南多摩
対象= 都内 在住・在学の高校生　申込= 電 話　期限=4 月14日　申・問先= 都・衛生局看護課　5320 ―4441
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く
ら
し
の
情
報

国

保

休
日
納
付
相
談

平
日
に
来
庁
で
き
な
い
方
の
た
め
に
。

休
日
納
付
相
談
を
行
い
ま
す
。
保
険
料

の
支
払
い
方
法
な
ど
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
日
時
=
3
月
2
6
日
照
、
午
前
9

時
～
午
後
4
時
場
・
問
先
=
国
民
健

康
保
険
課
滞
納
整
理
第
一
・
第
二
係

高
額
療
養
資
金
の

貸
付
制
度

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
。
病
気

や
負
傷
に
よ
り
、
一
時
的
に
高
額
の
医

療
費
の
支
払
い
が
あ
り
、
そ
の
支
払
い

が
困
難
な
場
合
、
世
帯
主
に
対
し
必
要

な
資
金
を
お
貸
し
す
る
制
度
で
す
。

貸
付
額
は
、
保
険
診
療
に
該
当
す
る

項
目
の
う
ち
、
法
令
で
定
め
る
高
額
療

養
費
に
該
当
す
る
費
用
の
9
割
で
す
(

保
険
診
療
外
の
部
分
は
対
象
外
)
。
貸

し
付
け
は
受
け
付
け
か
ら
約
3
週
間
後

に
な
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
=
国
民
健

康
保
険
課
庶
務
係

国
民
年
金

納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す

1
2年
度
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
書
(

前
期
分
)
を
4
月
上
旬
に
お
送
り
し
ま

す
。
つ
づ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
切
り
離

さ
ず
に
(
1
枚
目
の
裏
側
が
領
収
印
欄

に
な
っ
て
い
ま
す
)
、金
融
機
関
や
国
民

年
金
課
、
区
民
事
務
所
の
窓
口
へ
お
持

ち
く
だ
さ
い

。ま
た
、お
得
な
前
納
割
引

き
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い

。

納
期
限
=

▽
1

年
、
6

ヵ
月

前
納
・・・
4
月
2
8日

▽
毎
月
分
・・・
翌
月

の
末
日

※
1
2
年
度
保
険
料
額
は
1
1
年

度
と
同
額
で
据
え
置
か
れ
る
見
込
み
で

す

問
先
=

国
民
年
金
課
保
険
料
係

4 月の国民年金の相談
国民年金の手続きや、保険料の納付についてご相談ください

都

市
計
画
の
縦
覧

区
で
は
、
次
の
都
市
計
画
を
変
更
し

ま
し
た
。

□
東
京
都
市
計
画
道
路
の
変
更
・
区
画

街
路
足
立
区
画
街
路
第
5
号
線
の
追
加

(足
立
区
決
定
)

※
交
通
広
場
含
む

区
域
=
舎
人
五
丁
目
地
内
…
日
暮
里
・

舎
人
線
(
仮
称
)
見
沼
代
親
水
公
園
駅

付
近

告
示
日
=
3
月
3
日
㈲

縦
覧

場
所
・
問
先
=
都
市
計
画
課

4
月
1
日
か
ら

外
国
人
登
録
制
度
が

変
わ
り
ま
す

外
国
人
登
録
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、登
録
制
度
に
次
の
変
更
が
あ
り
ま
す
。

▽
現
在
、
指
紋
押
な
つ
義
務
が

課
せ
ら
れ
て
い
る
非
永
住
者
に
つ
い
て

も
、永
住
者
・
特
別
永
住
者
と
同
様
に
、

指
紋
押
な
つ
制
度
が
廃
止
さ
れ
ま
す

。

こ
れ
に
代
わ
っ
て

、
署
名
と
家
族
事
項

の
登
録
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す

▽
住
所
、
在
留
の
資
格
・
期
間
の
変
更

な
ど
に
つ
い
て
、
同
じ
世
帯
の
ご
家
族

が
本
人
に
代
わ
っ
て
申
請
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま

す
(
氏
名
・
生
年
月
日

・

国
籍
の
変
更
の
方
は
除
き
ま
す
)

▽
永
住
者
・
特
別
永
住
者
の
方
に
つ
い

て
は

、職

業
と
勤
務
先

の
登
録
は
廃
止

さ
れ

、
登
録
証
の
切
替
時
期
が
7
回
目

の
誕
生
日
に
延
長
さ
れ
ま
す

▽
登
録
事
項
を
証
明
す
る
「
登
録
済
証

明
書

」
が
、「
登
録
原
票
記
載
事
項
証
明

書
」
に
名
称
変
更
し
ま
す

問
先
=

外
国
人
登
録
係

区
役
所
来
庁
者
送
迎
車
は

廃
止
に
な
り
ま
す

今
ま
で
運
行
し
て
い
ま
し
た
、
区
役

所
来
庁
者
送
迎
車
は
、3
月
3
1日
で
廃

止
に
な
り
ま
す
。
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
庁
舎
管
理
課

有
料
ご
み
処
理
券
が

変
わ
り
ま
す

2
3区
内
の
粗
大
ご
み
や
事
業
系
ご
み

は
、
ご
み
の
種
類
や
容
量
に
あ
っ
た
ご

み
処
理
券
を
あ
ら
か
じ
め
購
入
し
て
は

っ
て
出
し
て
い
た
だ
き
、
収
集
し
て
い

ま
す
。
清
掃
事
業
の
移
管
後
も
ご
み
処

理
券
を
は
っ
て
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と

は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
各
区
が
責
任
を

も
っ
て
区
内
の
ご
み
を
減
ら
し
、
適
正

に
処
理
す
る
た
め
に
、4
月
1
日
か
ら

区
の
専
用
ご
み
処
理
券
に
改
め
ま
す
。

価
格
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
従
来
の
ご
み
処
理
券
の
使
用

期
限
は
原
則
と
し
て
3
月
3
1日
で
す

が
、
使
い
切
れ
な
い
分
は
経
過
措
置
と

し
て
6
月
3
0日
ま
で
使
用
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
先
=
移
管
準
備
担
当
課

清

掃

一
部
事
務
組
合
等
設
立

□
一
部
事
務
組
合
の
設
立

4
月
1
日
に
、
可
燃
ご
み
、
不
燃
ご

み
、
粗
大
ご
み
の
中
間
処
理
(
焼
却
、

破
砕
等
)
お
よ
び
し
尿
の
下
水
道
投
入

を
共
同
処
理
す
る
一
部
事
務
組
合
を
2
3

区
が
設
立
し
ま
す
。

名
称
=
東
京
二

十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

所
在
地
=

新
宿
区
四
谷
3
1
3
1
1

富
士
・
国

保
連
ビ
ル

組
合
議
会
=
4

月
1
日

山
、
区
政
会
館
(
千
代
田
区
)
に
て
開

催
予
定

問
先
=
清
掃
事
業
共
同
処
理

準
備
委
員
会
事
務
局
組
合
議
会
担
当

(
5
3
6
1
)
3
6
1
1

□
一
般
廃
棄
物
処
理
業
等
の
事
務
手
続

一
般
廃
棄
物
処
理
業
等
の
許
可
事
務

等
は
、2
3区
が
共
同
で
処
理
す
る
た
め

清
掃
協
議
会
を
設
立
し
て
行
い
ま
す
。

清
掃
事
業
の
東
京
都
か
ら
区
へ
の
移
管

に
伴
い
、
次
の
事
務
の
申
請
先
が
変
更

に
な
り
ま
す
。

該
当
事
務
=
一
般
廃

棄
物
処
理
業
の
許
可
等
、
浄
化
槽
保
守

点
検
業
者
の
登
録
等
、
浄
化
槽
清
掃
業

の
変
更
届
等

申
先
=
▽
3
月
3
1日
ま

で
の
申
請
は
都
清
掃
局
へ

▽
4
月
1

日
か
ら
の
申
請
は
東
京
二
十
三
区
清
掃

協
議
会
(
一
部
事
務
組
合
と
同
所
在
地
)

へ

問
先
=
清
掃
事
業
共
同
処
理
準
備

委
員
会
事
務
局
協
議
会
担
当

(
5
3
6
1
)
3
6
6
0

特別区職員採用試験の日程
東
京
2
3区
に
勤
務
す
る
職
員

の
採
用
試
験
は
、
特
別
区
人
事

委
員
会
が
行
っ
て
い
ま
す
(
表
3
)

。こ
の
試
験
の
最
終
合
格
者

は
、
採
用
候
補
者
名
簿
に
高
得

点
順
に
登
載
さ
れ
、
希
望
や
通

勤
事
情
等
に
よ
り
各
区
に
提
示

さ
れ
ま
す
。
各
区
は
、
提
示
を

受
け
た
後
、
面
接
な
ど
を
行
い

採
用
予
定
者
を
決
定
し
ま
す
。

採
用
=
原
則
と
し
て
1
3年
4
月

以
降

受
験
資
格
・
採
用
予
定

数
等
=
詳
細
は
後
日
広
報
紙
に

掲
載

募
集
案
内
=
告
示
日
以

降
に
、
東
京
2
3区
役
所
ま
た
は
特
別
区

人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
課
で
配
付

問
先
=
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
任

用
課
　
(
5
2
1
0
)
9
7
8
7

ま
た
は
区
・
職
員
課

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
(
2
4時
間
)

(
3
2
6
1
)
2
2
2
1

表3　 採用試験日程等

1
1年
度
第
2
回

足
立
区
教
育
委
員
会
児
童
・
生
徒
褒
賞

区
で
は
、
文
化
活
動
や
体
育
活
動

な
ど
で
大
き
な
成
果
を
お
さ
め
た

り
、
特
に
た
た
え
ら
れ
る
善
行
を
行

っ
た
区
内
の
小
・
中
学
生
に
対
し
、

褒
賞
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
2

回
目
の
区
長
褒
賞
を
受
賞
し
た
方

は
、
次
の
と
お
り
で
す
(
敬
称
略
)
。

□
中
学
生
個
人
の
部

▽
大
澤
大
輔
(

西
新
井
中
)

…
1
1
年

度
炎
天
寺
一
茶
ま
つ
り
全
国
小
中
学

生
俳
句
大
会
・
中
学
生
の
部
・
特
選

ま
た
、
こ
の
ほ
か
1
1
団
体
、
2
8
人
の
個

人
の
皆
さ
ん
が
教
育
委
員
会
褒
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
A

教
育
委
員
会
v

自
主
的
な
地
域
活
動
を
行
う

「
実
践
モ
デ
ル
地
区
」募
集

A
地
域
で
環
境
美
化
活
動
を
行
う
団

体
を
助
成
し
ま
す
V

「
あ
し
た
の
足
立
を
つ
く
る
区
民

協
議
会
」
で
は
、
明
る
く
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
1
年
間

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
活
動
し
て
い
た
だ

け
る
団
体
を
「
実
践
モ
デ
ル
地
区
」

と
し
て
指
定
し
、
助
成
金
の
交
付
や

各
種
事
業
に
よ
り
支
援
し
ま
す
。

対
象
=
町
会
・
自
治
会
・
商
店
街
な

ど
の
区
内
地
緑
団
体
テ
ー
マ
=
　

「
地
域
か
ら
は
じ
め
よ
う
!
ま
ち
の

環
境
美
化
」
募
集
数
=
1
6
団
体

申
込
=
電
話

期
限
=
4
月
2
8日

申
・
問
先
=
地
域
振
興
課
(
4
月
か

ら
地
域
支
援
課
)

図
書
館
の
貸
出
冊
数
な
ど
が
変
わ
り
ま
す

4
月
1

日
か
ら

。
1
人
の
貸
出
冊

数
限
度
な
ど
利
用
方
法
が
変
わ
り
ま

す

。
音
楽
な
ど
の
C
D

は
新
中
央
図

書
館
の
み
の
所
蔵
で
す
が

、
区
内
の

地
域
図
書
館
で
予
約
・
貸
出
・
返
却

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

。
主
な

変
更
は
次
の
と
お
り
で
す

。

□
貸
出
冊
数
限
度
と
貸
出
期
間

1
人

、
全
1
6
館
あ
わ
せ
て

、

▽
本
・
雑
誌
・・・
2
0冊
・
2
週
間
ま
で

▽
C
D

…
3

組
・
1
週
間
ま
で

▽
ビ
デ
オ
は
・・・
2
本
・
1
週
間
ま
で

□
貸
出
カ
ー
ド
の
利
用

本
人
申
し
込
み
に
よ
る
、
本
人
名

義
の
カ
ー
ド
だ
け
の
利
用
と
な
り
ま

す
。
家
族
の
カ
ー
ド
な
ど
を
使
っ
て
限

度
冊
数
以
上
の
資
料
を
借
り
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
中
央
図
書
館

(
3
8
4
0
)
4
6
4
6

図
書
館
の

閉
館
と
休
館

□
千
住
図
書
館
が
閉
館
し
ま
す

千
住
図
書
館
は
、3
月
3
1日
を
も
っ

て
閉
館
と
な
り
ま
す
。

長
い
間
、
地
域
に
身
近
な
図
書
館
と

し
て
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。

な
お
、
千
住
地
区
に
は

、
新
中
央
図

書
館
が
7

月
1
日
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定

で
す

。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

□
区
内
図
書
館
の
臨
時
休
館

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
開
館

中
の
図
書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

▽
梅
田
図
書
館
(
現
中
央
図
書
館
)
・
・
・

4
月
1
日
～
7
月
1
9
日
Λ
改
修
工
事
V

▽
佐
野
図
書
館
・
:
4
月
1
6日
剛

▽
鹿
浜
図
書
館
・・・
4
月
3
0日
剛

▽
花
畑
図
書
館
・・・
4
月
3
0
日
剛

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=

中
央
図
書
館

(
3
8
4
0
)
4
6
4
6

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
こ
と

は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

=
出
店
者
募
集
=

▼
4
月
9
日
照
都
立
舎
人
公
園
西
園

午
前
9
時
～
午
後
3
時
※
雨
天
の
場

合
4
月
1
6日
即
/
6
0区
画
/
出
店
料
千
5
0
0

円
/
電
話
/
高
橋

(
3
8
4
0
)
2
1
9
0

▼
4
月
9
日
照
ギ
ャ
フ
ク
シ
テ
ィ
中

庭
午
前
9
時
～
午
後
3
時
※
雨
天

中
止
/
6
0区
画
/
出
店
料
千
円
/
電
話
/

大
島
　
(
3
8
8
0
)
8
2
2
2

▼
4
月
1
6日
剛

八
百
免
公
園

午
前
1
0時
～
午
後
3
時

※
雨
天
の
場

合
4
月
2
3日
即
/
6
5区
画
/
出
店
料
千

円
/
電
話
/
山
崎(

3
8
5
3
)
9
3
9
2

▼
4
月
2
3
日
収
北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広

場
午
前
9
時
～
午
後
2
時
3
0
分
※

雨
天
中
止
/
6
0区
画
/
出
店
料
千
円
/

往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、電
話
番
号

を
明
記
(
4
月
1
0日
必
着
)
/
〒
1
2
0・0
0
0
1

大
谷
田
団
地
内
郵
便
局
留

小

山
　
0
7
0
(
5
0
8
7
)
8
9
6
4

▼
4
月
3
0日
収

北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広

場

午
前
9
時
～
午
後
3
時

※
雨
天

中
止
/
6
0区
画
/
出
店
料
千
円
/
電
話
/

友
本
　
(
3
8
5
5
)
3
3
5
0

ひ
ろ

ば

=
催
し
物
=

★
第
2
8
回
中
川
短
縮
マ
ラ
ソ
ン
4
月

9
日
興
午
前
9
時
3
0
分
～
/
中
川
二

丁
目
公
園
/
小
学
生
3
0
0
円
、
中
学
生
沺

円
、
一
般
千
円
/
森
田

(
3
6
2
8
)
0
1
7
2

★
小
さ
な
ご
み
仲
間
「春
の
荒
川
ク
リ

ー
ン
ア
ッ
プ
」4
月
1
6
日
照
、午
前

1
1
時
/
荒
川
・
虹
の
広
場
/
ご
み
拾
い

と
自
然
観
察
/
弁
当
持
参
/
当
日
直
接

会
場
へ
/
梨
本(

3
8
7
9
)
5
4
6
1

=
会
員
募
集
=

★
ソ
シ
ア
ル
フ
レ
ン
ド
(
テ
ニ
ス
)

毎
週
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
/
区
営
コ
ー

ト
/
入
会
金
2
千
円
、
月
額
3
千
円
/

友
本
　
(
3
8
5
5
)
3
3
5
0

★
婦
人
ク
ラ
ブ
(
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
&
ス

ト
レ
ッ
チ
)

毎
週
月
曜
日
ま
た
は
水

曜
日
/
エ
ル
ーソ
フ
ィ
ア
ほ
か
/
入
会

金
2
千
円
、
月
額
2
千
5
0
0
円
/
平
井

(
3
8
7
0
)
9
6
5
6

★
竹
友
会
(
書
道
)

毎
月
第
1
・
第
1

火
曜
日
、午
後
6
時
幼
分
～
8
時
加
分
/

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
月
額
3
千

円
/
伊
藤
　
(
3
8
9
9
)
6
5
6
6

★
中
高
年
健
康
ダ
ン
ス
体
操
・
ス
ト
レ

ッ
チ
毎
週
火
曜
日
、午
前
1
0
時
3
0
分
～

正
午
/
生
涯
学
習
館
別
館
/
入
会
金

千
円
、
月
額
2
千
勁
円
/
久
保
井

(
3
6
2
9
)
0
3
5
8

★
ニ
ュ
ー
ラ
イ
フ
ヨ
ガ
毎
週
水
曜

日
、
午
前
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分
/
伊
興
セ

ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
2
千
円
、
月
額

千
円
/
古
屋

(
3
8
9
0
)
8
4
1
6

★
王
信
美
術
サ
ー
ク
ル
(
油
絵
、水
彩

画
)
毎
週
金
曜
日
、午
後
1
時
3
0
分
～

4
時
/
王
子
信
用
金
庫

新
田
支
店
/

月
額
2
千
円
/
篠
原

(
3
8
5
7
)
9
0
1
0

★
足
立
水
墨
画
会

毎
月
第
2
・
第
4

日
曜
日
/
エ
ル
ーソ
フ
ィ
ア
ほ
か
/
入

会
金
2
千
円
、
月
額
千
5
0
0円/
山
道

(
3
8
9
0
)
3
7
5
7

★
桜
石
会
(
囲
碁
)

毎
週
月
曜
日
/

花
畑
記
念
庭
園
/
月
額
3
千
円
/
山
本

(
3
8
6
0
)
8
9
1
8

★
グ
ル
ー
プ
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

月
1
回
、
午
前
1
0時
～
午
後
3
時
/
東

京
近
郊
/
入
会
金
3
予
円
、
月
額
千
5
0
0

円
/
有
若
　
(
3
8
8
1
)
0
3
6
3

★
タ
ッ
ピ
ー
ズ
(
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
)

毎
週
水
曜
日
、午
後
7
時
～
9
時
/
第

十
二
中
体
育
館
/
入
会
金
・
月
額
千
円
/

萩
原
　
(
3
6
0
6
)
3
0
0
7

★
楽
舞
ラ
ブ
健
康
ダ
ン
ス
倶
楽
部
(
ス

ト
レ
ッ
チ
・
レ
ク
ダ
ン
ス
な
ど
)
毎

月
第
2
、第
4
火
曜
日
、午
後
2
時
～

3
時
3
0分
/
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
/
入
会
金
2

千
円
、
月
額
3
千
円
/
小
倉

(
3
9
4
1
)
9
2
6
7

□ 千寿桜小学校図書室の休館　3月29日(水) は、清掃・消毒のため休館します。 問先= 千寿桜小学校　3888 ―5356
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わ
た
し
の
便
利
帳
(リ
ブ・
イ
ン
)

有

料

広

告
募

集

区
で
は
、
区
役
所
で
の
手
続
き
な
ど

の
情
報
を
ま
と
め
た
「
わ
た
し
の
便
利

帳
」
を
2
年
ご
と
に
発
行
(
1
2・
1
3年

度
版
は
今
秋
予
定
)
し
、
区
内
全
世
帯

に
配
布
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
掲
載
す

る
企
業
広
告
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

本
紙
サ
イ
ズ
=
A
4
版
、
約
1
3
0ペー
ジ

発
行
部
数
=
3
1万
部
(
予
定
)

掲
載

ペ
ー
ジ
・
規
格
・
掲
載
料
=
下
表

掲

載
で
き
な
い
も
の
=
便
利
帳
の
公
共
性

や
品
位
を
損
な
う
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
/

風
俗
営
業
等
の
規
制
お
よ
び
業
務
の

適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
第
2
条
に
該

当
す
る
営
業
の
も
の
/
政
治
活
動
、
宗

教
活
動
、
意
見
広
告
、
個
人
宣
伝
に
関

わ
る
も
の
/
そ
の
ほ
か
便
利
帳
へ
の
掲

載
が
妥
当
で
な
い
も
の

申
込
=
広
報

係
に
あ
る
所
定
の
用
紙
に
配
入
の
う

え
、
郵
送
ま
た
は
持
参

期
限
=
5
月

1
日
消
印
有
効

申
・
問
先
=
広
報
係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0
中
央
本
町
1
―
1
7―
1

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

※ 2 色は本文と同色。色は未定
※ 希望者には、実費で版下を作成

ま
ち
の
歴
史
ミ
ニ

事
典

第12回

竹
の
塚

～
駅
開
業
～

竹
ノ
塚
駅
が
開
業
し
た
の
は
、
今
か

ら
ち
ょ
う
ど
1
0
0年前
の
明
治
3
3年
(
1
9
0
0

年
)
3
月
で
し
た
。
当
時
の
駅

舎
は
現
在
よ
り
北
寄
り
で
、
白
旗
塚
付

近
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
竹
ノ
塚
駅
が
開

業
し
た
こ
ろ
の
運
賃
は
北
千
住
か
ら
5

銭
で

、
蒸
気
機
関
車
が
旅
客
車
を
牽
引

し
て
運
行
し
て
い
ま
し
た
。

大
正
1
3年
(
1
9
2
4
年
)
、東
武
鉄

道
は
、
荒
川
放
水
路
の
開
削
に
伴
っ
て

路
線
を
一
部
変
更
し
、
新
た
に
小
菅
・

五
反
野
・
梅
島
の
各
駅
を
新
設
す
る
と

と
も
に
浅
草
(
現
、
業
平
橋
)
か
ら
西

新
井
駅
間
を
電
化
し
、
電
車
運
転
を
開

始
し
ま
す
。
そ
し
て
翌
年
、
電
化
区
間

を
越
谷
ま
で
延
長
し
て
竹
ノ
塚
に
も
電

車
が
発
着
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。い

わ
ゆ
る
「
郊
外
電
車
」
が
竹
ノ
塚
に
も

来
た
の
で
す
。

さ
ら
に
昭
和
3
7年
(
1
9
6
2

年
)

を
迎
え
る
と
、
地
下
鉄
日
比
谷
線
と
の

相
互
乗
り
入
れ
が
始
ま
り
、
都
心
と
直

接
結
ば
れ
ま
し
た
。
同
じ
こ
ろ
竹
の
塚

団
地
の
建
設
計
画
が
発
表
さ
れ
、
竹
ノ

塚
駅
周
辺
は
、
急
速
に
市
街
地
化
が
進

ん
で
い
き
ま
す
。

足
立
区
の
各
駅
を
発
着
す
る
列
車
も

汽
車
か
ら
郊
外
電
車
、
そ
し
て
今
日
の

通
勤
電
車
へ
と
2
0世
紀
の
変
化
を
刻
ん

で
い
ま
す
。　
　
　
A

郷
土
博
物
館
V

旧
竹
ノ
塚
駅
舎

あ だ ち カ レ ン ダ ー　4 月
☆印のついたものは、本紙に記事が掲載されています

小・中 学生のいじ め相談
月曜日～金曜日(祝日を除く)、午前9時～午後4時30分

3880 ―5577( 学校教育部指導室内)

「あ だち広報」は毎月10日( 新聞 折り 込み) と25 日( 各戸 配布) に発行し て
い ます。区 民事務所や駅の広 報スタンド にも 置いてありま すので、ご 利用く
ださい

学びの情報を電話で キャツ チ! 　 午前10時～午 後5 時

生 涯学 習 情 報ダ イヤ ル　3605- 7181( 3 月31日まで)
5813- 3736( 4 月1 日から)

あなたの探す講座やイベン卜を
、
区 内情報を中心に、いつ、どこで開催されるかをご案内します

古紙配合率70% 再生紙を使用しています S. R. Ya　278, 000


